
令和５年度 長岡高校スーパーサイエンスハイスクール 

名 

称 
出前授業 in 富曽亀児童クラブ 

日 

時 
令和５年７月３１日（月）14 時～1６時００分 

会 

場 
長岡市富曽亀コミュニティーセンター 

対 

象 
富曽亀児童クラブ在籍児童１～３年生約６５名 

目 

的 

・地域の小学生に対して、実験体験を通じて、自然科学への興味・関心を持

たせ、自然科学への理解を深めてもらう。 

・高校生が、実験の説明や指導を行うことを通じて、科学理論への理解を深

め、論理的な思考力および表現力を高めるとともに、科学指導者としての

リーダー性を育成する。 

内 

容 

・本校化学部・天文部・生物部の生徒計 1６人が訪問し、小学生に対して実

験理論の説明・指導しながら一緒に実験を行う。 

・実験を４テーマ用意して、20 分間程度でローテーションする。 

「バランストンボ」「泡ときどき色変化」 

「ちりめんモンスターをさがせ」「もくもく、くもつくり」 
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アン

ケー

ト評

価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小学生は、高校生の説明で楽しく実験を行うことができ、高校生は、分かってもらえるよ

うに説明する力がついたと自己評価していた。 

感想

など 

小学生 

・いろんなじっけんのことをおしえてくれてありがとうございました。またおしえてくださ

い。 

・いろいろのじっけんがあってすごくたのしかった。おにいさんやおねえさんがやさしくて、

きょうのじっけんはすっごくたのしかったです。 

・いろいろふしぎなじっけんがあって、またみたいとおもいました。とてもたのしかったで

す。 

・ぼくたちがわからないことをおしえてくれてありがとうございました。 

・せつめいもとてもわかりやすかったし、おうちでもやりたいなとおもいました。 

高校生 

・当日は小学生たちに寄り添いながら、自分も楽しみつつ小学生にもわかりやすく楽しく実

験を見せることができたと思う。どうなるのか予想してもらうときに、私たちでは考え

られないような予測を立てていて、自分にとっても新しい発見がたくさんあった。終わ

った後に子供たちが「すごかった」「楽しかった」と言ってくれて本当にうれしかった。 

・小さい子にあまり教えるということはしたことがありませんでしたが、小学生に分かって

もらえるように説明できました。これらの経験を今後に活かしていけるといいです。 

・１回目の実験では小学生たちに指示が上手に伝わりませんでしたが、先生からアドバイス

をもらい、２回目以降からそれを実践してみたところ上手に指示が通るようになりまし

た。同じ内容でも声の大きさや説明のしかたなど伝え方次第で、相手の理解度が大きく

変わり、表現力の大切さを強く実感できました。 

 


